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■ はじめに
私たち人間がインフルエンザやノロウイルスに感染
するように，作物や草花などの植物も病気になる。病
原菌は植物を攻撃して養分を得ようとし，一方，植物
は病原菌の攻撃から身を守ろうと戦い，お互いにせめ
ぎ合っている。植物病理学は病気の原因となる病原体
と植物の抵抗性およびその相互作用の関係について研
究する学問であり，植物病害の予防と防除を最終的な
目的として発展してきた。
現在，植物病理学研究室では分子生物学的手法を用
いて，病原糸状菌の変異機構の解明，芝草病害の分子
診断法の開発，病害抵抗性作物の作出に向けた分子育
種技術の開発について研究を進めているので，その概
略について紹介する。
■ 病原菌はどのように進化するのか
― 知る植物病理学 ―
植物病原菌と植物の関係において，病原菌の病原性
と植物の抵抗性は密接に関わりながら互いに進化して
きた。本研究室ではイネの最重要病害であるイネいも
ち病菌がどのように病原性を変化させながら，現在に
至るのかについて知るために，本菌の変異機構に関す
る研究をおこなっている。イネいもち病菌が最重要病
害として恐れられる理由として，農薬に対する耐性菌
が容易に出現すること，抵抗性品種に対する病原性獲
得のスピードが非常に速いことなどが挙げられる。通
常，生物が変異するためには自らの遺伝子を変化させ
る必要があるわけだが，いもち病菌は有性生殖を行わ
ない。これまで多くの植物病理学者はいもち病菌の変
異機構としてトランスポゾン等に注目してきたが，我
々は体細胞相同組換えに着目し，本菌の病原性変異の
原動力としての可能性について研究をおこなってい
る。その過程で，相同組換えを検出するための手法や
人工ヌクレアーゼによる二本鎖切断導入系を利用する
など，最新のテクノロジーを用いながら，イネいもち
病菌の変異の仕組みを明らかにしたいと考えている。
■ 正確無比な診断こそ，最大の防御なり
― 診る植物病理学 ―
病害診断は病害防除の第一歩であり，迅速，正確な
診断は極めて重要である。本研究室では芝生の病害を
対象とした分子診断技術の開発に取り組んでいる。芝
草は同じ品種が密植され，長期間，踏まれたり刈られ
たりなど厳しい環境にさらされていることから，ひと
たび病気が発生すると感染から発病までの時間は短
く，病気の蔓延も速い。そのため，病原菌の同定や殺
菌剤の選択など，防除対策には迅速な診断が求めら
れ，さらに病害発生を未然に防ぐためには発生予察の
元となるデータの蓄積が必要である。そこで，我々は
遺伝子診断法として医療や食品分野の検査技術として
用いられる LAMP (Loopmediated isothermal am-
pliˆcation）法や病原菌を含む微生物相を網羅的に捉
えるために環境 DNA (eDNA）を用いた DGGE（変
性剤濃度勾配ゲル電気泳動）法を駆使して，総合的芝
草病害管理システムの構築を目指し，研究開発をおこ
なっている。現在，LAMP 法を用い芝草の重要病害
8 種について，それぞれの病害を特異的に検出できる
ようになった。また，DGGE 法によって，芝草圃場
の微生物変動に関するデータの蓄積を進めている。
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病害診断や管理に関する技術開発を行う場合，ゴル
フ場などの管理が行き届いた環境は，過去の病害歴を
含む情報など継続的なデータを得やすく，長期にわた
り総合的な研究を行う上で非常に魅力的である。その
意味で植物工場は高度に管理されている環境のため，
植物工場における養液栽培中の微生物変動に関する研
究にも新たに取り組み始めた。
■ 病気に強い植物を創るには
― 創る植物病理学 ―
病害抵抗性作物の育種は植物病理学の大きな目標の
一つである。先代の米山勝美先生のメインテーマでも
あった抵抗性植物の作出に関する研究は，植物の抵抗
性機構の解明と分子生物学の進歩に応じて急速に発展
した。しかしながら，1 つあるいは少数の抵抗性遺伝
子を遺伝子組換え技術や抵抗性植物との掛け合わせに
よる交雑育種によって植物に付与する手法は，病原菌
側の変異速度には到底およばず，その限界がみえてき
た。そこで，近年，DNA マーカー選抜育種による圃
場抵抗性（作用の大きくない多数の遺伝子の相互作用
によって発揮される抵抗性）を導入する育種技術等が
期待されている。一方，本研究室ではこれまでにない
方法論で病害抵抗性植物を作出するための研究開発を
進めている。東京大学の太田邦史教授らにより出芽酵
母において開発された大規模ゲノム改変システムは，
制限酵素遺伝子によりゲノムを同時多発的に切断する
ことで，生物が元々持っている修復機構によって，大
規模なゲノム再編成を誘発し新形質を生み出そうとす
るこれまでに無い技術である。本研究室ではイネ，ト
レニア，トマトといった植物に対して大規模ゲノム改
変システムを稼働させ，その効果や育種技術として必
要なノウハウの蓄積を進めている。
■ おわりに
近い将来，人口増加や地球温暖化により，農業のあ
り方や必要とされる作物が変わってくる可能性が高
い。そのような背景のもと，食糧増産を考えた場合，
虫害や雑草害とともに病害の防除なくして，作物の安
定的生産は得られない。当研究室では，植物病原菌を
知る，植物病害を診断する，植物病害抵抗性作物を創
るを 3 つの柱として，「知る・診る・創るの病理学」
により，未来を見据えた植物病害の予防と防除に貢献
していきたい。
